
 

（参考）対象水域の調査地点等及び水生生物の生息状況の概略 

  

1. 阿武隈川 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広
瀬
川

東
根
川

女
神
川

移
川

桜
川

大
滝
根
川

社
川

谷
津
田
川

河川横断工作物・
魚道・主な取水・
主な流入河川

魚
道
有

魚
道
無

魚
道
無

白
石
川

滝
川

佐
久
間
川

産
ヶ
沢
川

摺
上
川

八
反
田
川

松
川

荒
川

大
森
川

濁
川

水
原
川

油
井
川

鯉
川

六
角
川

杉
田
川

百
日
川

藤
田
川

逢
瀬
川

笹
原
川

滑
川

釈
迦
堂
川

泉
川

真
名
子
川

河
口
部

阿
武
隈
大
橋

（
岩
沼

）

阿
武
隈
大
堰

槻
木
大
橋

小
山

江
尻
橋

東
根
橋

木
沼

丸
森
橋

舘
矢
間

小
倉

羽
出
庭
橋

五
十
沢
樋
管

大
正
橋
下
流
ワ
ン
ド

大
正
橋

（
伏
黒

）

伊
達
橋

月
の
輪
大
橋
上
流

右
岸
ワ
ン
ド

鎌
田
大
橋
周
辺

福
島

弁
天
橋

蓬
莱
橋

薬
師
橋

信
夫
ダ
ム

新
飯
野
橋

飯
野
ダ
ム

油
井
川
合
流
点

高
田
橋

菅
田
橋

本
宮

阿
武
隈
橋

向
田

阿
久
津
橋

金
山
橋

御
代
田
橋

須
賀
川

江
持
橋

大
仏
大
橋

成
竜
橋

川
ノ
目
橋

滑
津
橋

大
正
橋

田
町
大
橋
上
流

4
0
0
ｍ

白
河

長
坂
堰

羽
太
橋

雪
割
橋
下
流

8 10.3 13.8 20.9 37.2 47.5 80 83.7 95 108.2 123 133.9 142.3 148.2

● ○ ○ ● △ ○
●
△

△ ○ ○ △ ○
●
△

○ △ ○ ○ ○ △ ●

○ × ×

阿
武
隈
大
堰

信
夫
ダ
ム

飯
野
ダ
ム

生物A ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ● △ △ △ △ △ ● △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ ● △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ ● △ ▲ ●

生物B ● ▲ ▲ ▲ ● ▲ ▲ ● ● ▲ ▲ ● ▲ ● △ △ △ △ ● △ ● △ ● △ ● △ △ △ △ △ ● △ ● △ △ △ △ △ △ ● △ △ △ △ ● △ △ △ ● △ △ △ △ △ ● △ △ △ △ △ △ ● ● △ △ △ ● ● △ △ △ ● △ △ △

砂が为体 石や礫が为体 岩盤や石が为体 石・礫・砂が为体

流量 69.4 64.7 52.6 39.7 15.6 2.8
100

60

20

農
業
用
水
等

宮　城　県 福　島　県

内
川

県管理区間

五
百
川

阿武隈川中流(1)

B

五
百
川
合
流
点

△

△

堀
川

阿武隈川上流

A

堀
川
合
流
点

□

△

□

△

水系名

水質調査地点名
流量観測地点名等

●：環境基準点
○：補助点

△：流量観測地点
□：類型区分点

既存生活環境項目の類型指定

kp

河川横断工作物

保護水面等重要水域

河床材料

低水流量 （m3/s）

※流量観測地点における情報を表示
出典：流量年表（国土交通省河川局編,H14）

下水処理水の流入量

（m3/s）

为な取水

魚道

平均水温

水生生物生息状況
　　●：既存調査結果（河川水辺の国勢調査等）
　　▲：専門家へのヒアリング結果
　　△：漁協へのヒアリング結果

県境

水生生物保全類型指定（案）

勾配 1/300～1/1,0001/450～1/1,2001/4201/1,000～1/3,000 1/30～1/75

内
川
合
流
点

●

□

▲

A

阿武隈川下流 阿武隈川中流(2)

B

平均水温１５℃程度（14～16℃） 平均水温１５℃程度より低温

阿武隈川

生物A類型

(平成 17年度実績) 

(ｍ3/s) 

15 

△ △ △ △ △ 

1/3,000~1/1,000 1/1,100~1/700 

内
川 

川 

蓬
莱
ダ
ム 

蓬
莱
ダ
ム 

生物Ｂ類型 生物Ａ類型 

ｻｹ･ｻｸﾗﾏｽの遡上ﾃﾞｰﾀ 

小国川Ｂ 

Ａ 

Ａ 
Ａ Ｂ

←
Ａ 

Ｂ
←
Ａ 

Ａ
→
Ｂ 

社
川

Ｂ 

今出川Ｂ 

北須川Ａ 

千五沢ダム貯水池Ｂ 

Ａ：生物Ａ類型（福島県指定） 

Ｂ：生物Ｂ類型（福島県指定） 

Ａ→Ｂ：上流側が生物Ａ類型、下流側が生物Ｂ類型（福島県指定） 



 

2. 那珂川 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

涸
沼
川

桜
川

藤
井
川

相
川

荒
川

箒
川

河川横断工作物・
魚道・主な取水・
主な流入河川

魚
道
有

魚
道
有

魚
道
有

魚
道
有

魚
道
有

魚
道
無

魚
道
無

中
丸
川

緒
川

武
茂
川

松
葉
川

余
笹
川

高
雄
股
川

那珂川(1)

深
山
ダ
ム

AA
・
Ⅰ

海
門
橋

関
東
島

勝
田
橋

下
国
井

(

常
磐
道
橋
梁

)

千
代
橋
上
流

小
場
江
頭
首
工

那
珂
川
大
橋

野
口

相
川
合
流
点
付
近

新
那
珂
川
橋

川
堀

(

川
堀
観
測
所

)

向
田
堰

(

向
田
東
水
制

)

境
堰

堀
抜
堰

興
野
大
橋

新
那
珂
橋

三
川
又
頭
首
工

黒
羽

昭
明
橋

晩
翠
橋

恒
明
橋

板
室
ダ
ム

幾
世
橋
下

深
山
ダ
ム
貯
水
池

0 5 8 36.5 46.5 64.5 65.5 68 82 84

○ ● ●
●
△

○ ○ ●
○
△

○ ○ ● ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ × ×

小
場
江
頭
首
工

向
田
堰

境
堰

堀
抜
堰

三
川
又
頭
首
工

板
室
ダ
ム

深
山
ダ
ム

生物A ● ● ▲ ▲ ● ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲

生物B ● ▲ ▲ ● ▲ ▲ ● ▲ ● ▲ ▲ ● ▲ ● ▲ ● ▲ ● ▲ ▲ ● ▲ ● ▲ ▲ ▲ ● ▲ ▲ ● △ △ △ △ △ △

砂や泥が为体 礫や砂が为体 石や礫が为体 砂
石・
礫

流量 44.1 19.3
50

40

30

20

10

農
業
用
水

農
業
用
水

農
業
用
水

農
業
用
水

農
業
用
水

茨　城　県 栃　木　県

1/1,000～1/7,000 1/100～1/300 1/80以上

県境

逆
川

▲

河床材料

水系名

水質調査地点名
流量観測地点名等

●：環境基準点
○：補助点

△：流量観測地点
□：類型区分点

既存生活環境項目の類型指定

kp

水生生物保全類型指定（案）

勾配

低水流量 （m3/s）

※流量観測地点における情報を表示
出典：流量年表（国土交通省河川局編,H14）

下水処理水の流入量

（m3/s）

为な取水

早
戸
川

河川横断工作物

水生生物生息状況
　　●：既存調査結果（河川水辺の国勢調査等）
　　▲：専門家へのヒアリング結果
　　△：漁協へのヒアリング結果

保護水面等重要水域

魚道

平均水温

湯
川

那珂川(3) 那珂川(2)

AAA A

早
戸
川
合
流
点

湯
川
合
流
点

1/770

□

1/330～1/440

▲

□

▲

△

那珂川

平均水温１５℃程度より低温平均水温１５℃程度（14～16℃）

生物B類型

生物A類型
湖
沼
の
生
物
A

(平成 17年度実績) 

(m3/s) 

15 

生物Ｂ類型  生物Ａ類型 

湖
沼
生
物
Ａ
類
型 

 ｻｹ 

黒
川

Ａ 

▲ ▲ ▲ ▲ 

新
那
珂
川
橋 

   

し
ん 

Ａ：生物Ａ類型（福島県指定） 



 

3. 阿賀野川
安
野
川

都
辺
田
川

新
谷
川

濁
川

田
付
川

湯
川

鶴
沼
川

河川横断工作物・
魚道・主な取水・
主な流入河川

魚
道
有

魚
道
有

魚
道
有

魚
道
有

魚
道
有

魚
道
有

魚
道
有

魚
道
有

魚
道
有

魚
道
有

魚
道
有

魚
道
無

早
出
川

常
浪
川

只
見
川

旧
宮
川

宮
川

大
川
ダ
ム

A

河
口
左
岸

松
浜
橋

豊
栄
市
高
森

横
雲
橋
下
手

横
雲
橋

沢
海
第
一
床
固

沢
海
第
二
床
固

水
原
町
分
田

安
田
橋
下
手

渡
場
床
固

馬
下
橋
下
手

馬
下
橋

阿
賀
野
川
頭
首
工

白
崎
橋

揚
川
ダ
ム

麒
麟
橋

鹿
瀬
大
橋

鹿
瀬
ダ
ム

水
沢
地
先

（
平
瀬
橋

）

日
出
谷

豊
実
ダ
ム

上
野
尻
ダ
ム

山
郷
ダ
ム

山
科
地
先

宮
古
橋

宮
古
橋
上
流

右
岸
の
分
流

中
ノ
目
公
園
上
流

右
岸
の
分
流

会
津
大
橋
付
近

富
川
頭
首
工

蟹
川
橋

本
郷
大
橋

馬
越
頭
首
工
下
流

馬
越
頭
首
工

馬
越
橋

小
谷

大
川
ダ
ム
湖
心

田
島
橋

0.8 13.5 16.6 16.8 29.4 32.5 34

○ ●
○
△

● ○
○
△

● ○ △ ● ●

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

沢
海
第
一
床
固

沢
海
第
二
床
固

渡
場
床
固

阿
賀
野
川
頭
首
工

揚
川
ダ
ム

鹿
瀬
ダ
ム

豊
実
ダ
ム

上
野
尻
ダ
ム

山
郷
ダ
ム

富
川
頭
首
工

馬
越
頭
首
工

大
川
ダ
ム

生物A ● ▲ ▲ ▲ ● ▲ ● ▲ ▲ ▲ ● ▲ ▲ ▲ ● ▲ ▲ ● ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ● ● ● ▲ ▲ ▲ ● ▲ ▲

生物B ● ▲ ● ▲ ● ▲ ▲ ▲ ▲ ● ▲ ● ▲ ● ▲ ▲ ▲ ● ▲ ▲ ▲ ● ▲ ▲ ● ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ● ▲ ● ● ● ▲ ▲ ● ● ● ▲ ▲ ▲ ● ▲ ▲

砂が主体 砂や礫が主体 礫が主体 石が主体 ｼﾙﾄ 石が主体

流量 344.7 96.2
500

400

300

200

100

農
業
用
水
等

農
業
用
水

農
業
用
水

新　潟　県 福　島　県

安
野
川

早
出
川

都
辺
田
川

新
谷
川

常
浪
川

只
見
川

濁
川

旧
宮
川

田
付
川

日
橋
川

宮
川

湯
川

鶴
沼
川

1/800

下水処理水の流入量

（m3/s）

勾配

为な流入・流出河川

河床材料

県境

水生生物保全類型指定（案）

1/15,000～1/1,000

为な取水

低水流量 （m3/s）

※流量観測地点における情報を表示
出典：流量年表（国土交通省河川局編,H14）

水系名

水質調査地点名
流量観測地点名等

●：環境基準点
○：補助点

△：流量観測地点
□：類型区分点

既存生活環境項目の類型指定 A

阿賀野川(1)

大
川
橋

○□

新
郷
ダ
ム

平均水温

保護水面等重要水域

kp

▲

○

▲

新
郷
ダ
ム

□

日
橋
川
合
流
点

水生生物生息状況
　　●：既存調査結果（河川水辺の国勢調査等）
　　▲：専門家へのヒアリング結果
　　△：漁協へのヒアリング結果

河川横断工作物

魚道

●□

-
(県管理区間)

1/600～1/900
1/200

～1/300
1/180

●

▲ ▲

▲

日
橋
川

阿賀野川(4)

A

魚
道
有

阿賀野川(3) 阿賀野川(2)

A A

阿賀野川

平均水温１５℃程度より低温

生物
B類型

生物A類型
湖
沼
の
生
物
A

(平成 17年度実績) 

(m3/s) 

15 

生物 

Ｂ類型 

 

生物Ａ類型 

湖
沼
生
物
Ａ
類
型 

 
ヤマメ 

通常生息していない（阿賀野川漁協） 



 

 

4. 信濃川 

 

新
栗
ノ
木
川

小
阿
賀
野
川

加
茂
川

五
十
嵐
川

刈
谷
田
川

猿
橋
川

魚
野
川

中
津
川

樽
川

夜
間
瀬
川

神
川

湯
川

相
木
川

河川横断工作物・
魚道・主な取水・
主な流入河川

魚
道
有

魚
道
有

魚
道
有

魚
道
有

魚
道
有

魚
道
有

魚
道
有

魚
道
有

魚
道
有

魚
道
有

魚
道
有

中 ノ 口 川

信
濃
川
河
口

万
代
橋

信
濃
川
水
門
下
流

信
濃
川
水
門

平
成
大
橋

新
潟
市
山
田

新
津
市
大
秋

小
須
戸
町
小
須
戸

庄
瀬
橋

五
十
嵐
川
合
流
点

荒
町

瑞
雲
橋

大
島
頭
首
工

蒲
原
大
堰

蒲
原
大
堰
上
流
付
近

洗
堰
下
流

大
河
津
洗
堰

馬
越
島

与
板
橋

長
岡
大
橋

長
生
橋

五
辺
の
水
辺

妙
見
堰
上
流

旭
橋

小
千
谷

上
片
貝

魚
沼
橋

岩
沢

栄
橋

十
日
町
橋

宮
中
ダ
ム

小
島

西
大
滝
ダ
ム

市
川
橋

大
関
橋

夜
間
瀬
川
合
流
点

立
ヶ
花
橋

屋
島
橋

関
崎
橋

赤
坂
橋
下
流

杭
瀬
下

千
曲
橋

笄
橋

昭
和
橋

埴
科
頭
首
工

上
田
農
水
頭
首
工

生
田

塩
川
発
電
所
取
水
堰

西
浦
ダ
ム

臼
田
橋

大
芝
橋

3.1 25.7 40.8 41.2 49.9 58.2 89.7 134.5 162.4 181.1 204.6 215.8 220.8 235.6 245.1 246.8 260.0

○ ○ ● ● △ ○ ○ ● ○ ○ △ ● △ ● ○ ●
●
△

○ ○ △ ● ○
○
△

● ●

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

信
濃
川
水
門

大
島
頭
首
工

蒲
原
大
堰

大
河
津
洗
堰

妙
見
堰

宮
中
ダ
ム

西
大
滝
ダ
ム

埴
科
頭
首
工

上
田
農
水

頭
首
工

塩
川
発
電
所

取
水
堰

西
浦
ダ
ム

生物A ● ● △ △ △ △ △ ● △ △ △ ● ▲ ▲ ▲ ● ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ● ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲

生物B ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ● ▲ ● ▲ ● ● ▲ ▲ ● ▲ ▲ ▲ ● ▲ ▲ ▲ ● ▲ ▲ ● ▲ ▲ ● ▲ ▲ ● ▲ ▲ ▲ ● △ △ △ ● △ △ ● ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ● ▲ ▲ ● ▲ ▲ ● ▲ ▲ ▲ ● ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲

砂が为体 礫が为体 石が为体 礫が为体 石や礫が为体

流量 201.8 300.7 21.3 153.2 39.2 37.3

300

200

100

農
業
用
水
等

農
業
用
水
等

埴
科
用
水
等

農
業
用
水
等

新　潟　県 長　野　県

湯
川

□

湯
川
合
流
点

信濃川
上流(1)

信濃川
上流(2)

AAA

水生生物保全類型指定（案）

为な取水

1/5,000～1/15,000

▲

▲ ▲ ▲

▲

▲

魚道

平均水温

低水流量 （m3/s）

※流量観測地点における情報を表示
出典：流量年表（国土交通省河川局編,H14）

河川横断工作物

河床材料

水生生物生息状況
　　●：既存調査結果（河川水辺の国勢調査等）
　　▲：専門家へのヒアリング結果
　　△：漁協へのヒアリング結果

保護水面等重要水域

水系名

水質調査地点名
流量観測地点名等

●：環境基準点
○：補助点

△：流量観測地点
□：類型区分点

既存生活環境項目の類型指定

kp

1/200～1/400勾配

県境

下水処理水の流入量

（m
3
/s）

1/1,000～1/1001/700～1/1,300

清
津
川

本
川
県
境

鹿
曲
川

依
田
川

浦
野
川

犀
川

鳥
居
川

▲

信濃川中流

A

渋
海
川

西
川

大
河
津
分
水
路

黒
川

信濃川下流

A

□ ○□

中
之
口
川
合
流
点

1/180～1/350

信濃川上流(3)

大
屋
橋

□

A

1/1,000～1/1,400

信濃川

平均水温１５℃程度より低温

生物B類型

生物A類型

(平成 17年度実績) 

(m3/s) 

15 

大
島
頭
首
工 

五
十
嵐
川
合
流
点 

魚
道
有 

五
十
嵐
川 

大
島
頭
首
工 

○ 

宮
中
取
水
ダ
ム 

宮
中
取
水
ダ
ム 

農
業
用
水
等 

▲ ● ● ▲ 

生物Ａ類型 生物Ｂ類型 

 
サケ 



河川横断工作物・
魚道・主な取水・

主な流入河川
紀伊水道

魚
道
有

魚
道
有

魚
道
有

魚
道
有

魚
道
有

魚
道
有

魚
道
有

魚
道
無

魚
道
無

貴
志
川

丹
生
川

奥
六
田
川

高
見
川

大
迫
ダ

ム

A･Ⅲ

紀
の
川
河
口

紀
の
川
大
橋

北
島
橋

紀
ノ
川
大
堰

新
六
ヶ

井
堰

小
豆
島

船
戸

岩
出
橋

岩
出
井
堰

藤
崎
井
堰

三
谷
橋

小
田
井
堰

岸
上
橋

橋
本
橋

恋
野
橋

御
蔵
橋

大
川
橋

千
石
橋

奥
六
田
川
合
流
点

妹
背

楢
井
不
動
橋

高
見
川

大
滝
ダ
ム

大
迫
ダ
ム

0 2.1 3.2 6.4 6.7 9.0 16.4 16.5 16.9 29.2 40.2 44.7 46.2 50.1 53.9 57.0 60.0 74.3 78.2

○ ○ ▲ ●
△
▲

○ ● ▲ ○ ▲ ○ ▲ ● ● ●

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

堰 堰 堰 堰 堰 堰 堰
ダ
ム

ダ
ム

生物A

生物B ● ● ● ● ● ●

河口干潟・ワンド 藤崎ワンド

流量 13.19 10.41 9.96 9.45
14

10

5

0.18

丹
生
川

奥
六
田
川

高
見
川

1/350

津
風
呂
川

津
風
呂
川
合
流
点

□

紀ノ川（1）

AA

紀ノ川(2)

A

津
風
呂
川

礫・石が主体

魚道

主な取水

下水処理水の流入量（m3/s）
(平成16年度実績)

河川横断工作物

平均水温

水系名

類型

水質調査地点名
流量観測地点名

距離標（kp）

●：環境基準点
○：補助点

△：流量観測地点
□：類型区分点

計画河床勾配

水生生物保全類型指定（案）

主な流入・流出河川

水生生物生息状況
●：既存調査結果（河川水辺の国勢調査等）
▲：専門家ﾋｱﾘﾝｸﾞ結果
△：漁協ﾋｱﾘﾝｸﾞ結果

保護水面等重要水域

河床材料

低水流量（m3/s）

1/1050 1/755 1/510

礫・砂が主体

1/2030

竹
房
橋

23.8

●

貴
志
川

1/540

平均水温１５℃程度より高温 平均水温１５℃程度（14～16℃）

生物B類型

湖
沼
生
物

B
類
型

 

5. 紀の川 

低水流量(㎥/ｓ) 

※流量観測地点における情報を表示 

出典：流量年表(国土交通省河川局編，H14) 

 

 

勾配 

県境 和歌山県 奈良県 

既存生活環境項目の類型指定 

▲ 

生物Ｂ類型 

湖
沼
生
物
Ｂ
類
型 

● 
○ 

△ 

● 

△ 

 

● 

紀
ノ
川 

大
堰 

新

六

ヶ
井

堰 岩
出
堰 

岩
出
井
堰 

藤
崎
井
堰 

小
田
井
堰 

大
川
堰 

大
滝
ダ
ム 

大
迫
ダ
ム 



西
城
川

冠
川

河川横断工作物・
魚道・主な取水・

主な流入河川
日本海

魚
道
有

魚
道
有

魚
道
有

魚
道
有

魚
道
無

八
戸
川

濁
水
川

出
羽
川

江
の
川
河
口

江
川
橋

長
田

川
平

桜
江
大
橋

川
越

濁
川
合
流
点

川
本
大
橋

浜
原
ダ
ム
下
流

都
賀
本
郷

都
賀

出
羽
川
合
流
点

三
国
橋

梶
矢

江
の
川
取
水
堰

荒
瀬

粟
屋

秋
町

吉
田

高
樋
堰

常
友
堰

山
手

入
江
床
止
工

長
屋

土
師
ダ
ム

土
師
ダ
ム

（

ダ
ム
湖
内
地
点
3
）

土
師
ダ
ム

（

ダ
ム
湖
内
地
点
4
）

土
師
ダ
ム

（

河
川
流
入
点
ダ
ム
湖

内
地
点
2
）

千
代
田
町
川
井

壬
生

千
代
田
町
藤
原

大
朝
町
西
横

0 1.4 2.1 9.2 16.1 24.2 30.9 34.8 53.2 75.0 75.0 111.7 116.9 123.0 137.0 141.6 150.9 167.2 167.3 173.8 172.0 176.8 177.0 179.2

●
○
▲

● ●
○
▲

▲
△
▲

△
▲

● ▲

○ ○ ○ ○ ×

堰 堰 堰 堰
ダ
ム

生物A △ ●

生物B △ ● △ △ ● ● △ ● ● △ ● △ ● ● △ ● △ ● ● △ ● ● ● ● △ ● ●

砂・礫が主体

流量 54.34 45.97 6.44 4.23

50

25

0.01 0.04 0.02 0.03 0.01 0.005

八
戸
川

濁
水
川

出
羽
川

西
城
川

冠
川

1/1227 1/1168 1/1175 1/822 1/590 1/980 1/710 1/599 1/471

堰

△

平均水温

河床材料

魚
道
有

浜
原
ダ
ム

57.0

江の川

A

土師ダム

A･Ⅱ A

水系名

類型

水質調査地点名
流量観測地点名

距離標（kp）

●：環境基準点
○：補助点

△：流量観測地点
□：類型区分点

魚道

河川横断工作物

計画河床勾配

主な流入・流出河川

水生生物生息状況
●：既存調査結果（河川水辺の国勢調査等）
▲：専門家ﾋｱﾘﾝｸﾞ結果
△：漁協ﾋｱﾘﾝｸﾞ結果

保護水面等重要水域

下水処理水の流入量（m3/s）
(平成16年度実績)

低水流量（m3/s）

主な取水

水生生物保全類型指定（案）

1/1046 1/345

尾
関
山

139.0

△
▲

神
之
瀬
川

○

1/679

神
之
瀬
川

△

20.84

砂・泥

1/3054

砂・礫が主体岩・石が主体

1/725 1/467 1/473 1/307

平均水温１５℃程度より高温

生物B類型

平均水温１５℃程度
より低温

平均水温１５℃程度（14～16℃）

生物A
類型湖沼生物B類型

 

6. 江の川 

低水流量(㎥/ｓ) 

※流量観測地点における情報を表示 

出典：流量年表(国土交通省河川局編，H14) 

 

 

勾配 

県境 

既存生活環境項目の類型指定 

島根県 広島県 

生物Ｂ類型 

湖
沼
生
物
Ｂ
類
型 

生物 

Ｂ類型 

生
物
Ａ
類
型 

○ 

△ 

○ 

△ 

● 

○ 

△ 

○ 

△ 

○ 

▲ 

● 

● 

浜
原
ダ
ム 

土
師
ダ
ム 

入
江 

床
止
工 

常
友
堰 

高
樋
堰 

江
の
川 

取
水
堰 



河川横断工作物・
魚道・主な取水・

主な流入河川
瀬戸内海

魚
道
無

魚
道
無

玖
島
川

林
川

七
瀬
川

小瀬
川ダ
ム

AA A・Ⅱ

小
瀬
川
河
口

両
国
橋

防
鹿

小
川
津

広
島
県
水
試
s
t
6

弥
栄
ダ
ム
堰
堤

弥
栄
ダ
ム

（

ダ
ム
湖
下
流
地
点

1
）

弥
栄
ダ
ム

（

ダ
ム
湖
内
地
点
2
）

弥
栄
ダ
ム

（

ダ
ム
湖
内
地
点
3
）

弥
栄
ダ
ム

（

ダ
ム
湖
内
地
点
4
）

弥
栄
ダ
ム

（

ダ
ム
湖
内
地
点
5
）

弥
栄
ダ
ム

（

ダ
ム
湖
内
地
点
6
）

弥
栄
ダ
ム

（

河
川
流
入
点
ダ
ム
湖

内
地
点
8
）

弥
栄
ダ
ム

（

ダ
ム
湖
上
流
地
点

9
）

小
瀬
川
ダ
ム
下
流

小
瀬
川
ダ
ム

広
島
県
水
試
s
ｔ
7

広
島
県
水
試
s
ｔ
8

岩
倉
橋

広
島
県
水
試
s
ｔ
9

飯
の
山
橋

0 5.2 7.8 11.6

▲ ▲ ● ●

× ×

堰 堰

生物A ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ● ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ● ● ●

生物B ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● △ ● ● ● ● ●

流量 5.38

50

25

0.23

玖
島
川

林
川

七
瀬
川

1/600

水生生物保全類型指定（案）

主な取水

計画河床勾配

平均水温

主な流入・流出河川

水生生物生息状況
●：既存調査結果（河川水辺の国勢調査等）
▲：専門家ﾋｱﾘﾝｸﾞ結果
△：漁協ﾋｱﾘﾝｸﾞ結果

保護水面等重要水域

河床材料

低水流量（m3/s）

下水処理水の流入量（m3/s）
(平成16年度実績)

AA

水系名

類型

小瀬川(3)

小瀬川(1)

小瀬川(2)

AA

水質調査地点名
流量観測地点名

距離標（kp）

B A

8.62.6

前
淵
橋

中
一
井
堰

（

中
市
堰
）

大
和
橋

1.9

●：環境基準点
○：補助点

△：流量観測地点
□：類型区分点

魚道

河川横断工作物

□□

1/6401/9301/2000

●

●

砂・礫が主体

△

市
野
川
合
流
点

▲

砂・礫・石が主体

弥栄ダム

AA・Ⅱ

平均水温１５℃程度より高温

生物B類型 生物A類型

平均水温１５℃程度より低温平均水温１５℃程度（14～16℃）

湖沼生物A類型
湖沼

生物A
類型

 

7. 小瀬川 

 

低水流量(㎥/ｓ) 

※流量観測地点における情報を表示 

出典：流量年表(国土交通省河川局編，H14) 

 

 

既存生活環境項目の類型指定 

勾配 

県境 山口県・広島県 広島県 

中
市
堰 

○ 

中
市
堰 

 

弥

栄

ダ

ム
堰
堤 

魚
道
有 

小
瀬
川 

ダ
ム 

生物 

Ｂ類型 
生物Ａ類型 湖沼生物Ａ類型 

生
物
Ａ
類
型 

湖
沼
生
物
Ａ
類
型 

生物Ａ類型 

▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ 

● 

△ 

● 

△ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ 



山
移
川

河川横断工作物・
魚道・主な取水・

主な流入河川
周防灘

魚
道
無

魚
道
有

魚
道
有

魚
道
有

魚
道
無

魚
道
無

山
国
川
河
口

小
祝

山
国
橋

下
宮
永
堰

下
宮
永

下
唐
原

大
井
手
堰

荒
瀬
堰

上
曽
木
堰

上
曽
木

多
志
田
堰

柿
坂

江
淵
橋

大
曲
橋

釼
ノ
木
橋

0 0.3 1.3 2.6 5.8 6.3 15.5 19.4 21.7 27.2

○ ○ ○ ○
●
▲

○ ○ ●

× ○ ○ × ×

堰 堰 堰 堰 堰

生物A △ △

生物B △ △ △ ● ● △ ● ● ●

流量 2.45

10

5

山
移
川

●：環境基準点
○：補助点

△：流量観測地点
□：類型区分点

△

水系名

類型

水質調査地点名
流量観測地点名

距離標（kp）

主な取水

下水処理水の流入量（m3/s）
(平成16年度実績)

平均水温

魚道

河川横断工作物

山国川(1)山国川(2)

AAA

新
谷
橋

25.623.2

平
田
堰

口
ノ
林
堰

4.0

堰

水生生物保全類型指定（案）

計画河床勾配

主な流入・流出河川

水生生物生息状況
●：既存調査結果（河川水辺の国勢調査等）
▲：専門家ﾋｱﾘﾝｸﾞ結果
△：漁協ﾋｱﾘﾝｸﾞ結果

保護水面等重要水域

河床材料

低水流量（m3/s）

○ ×

△

1/5129 1/315

砂礫・石・岩

× ×

堰 堰堰

魚
道
有

魚
道
無

11.2

蕨
尾
井
堰

15.6

洞
門

恒
久
橋
上
流
堰

5.9

平
成
大
堰

跡
田
川

魚
道
無

魚
道
無

1/142

跡
田
川

1/189

●

1/247

砂･泥

○

砂・礫が主体

堰

△

平均水温１５℃程度より高温 平均水温１５℃程度

（14～16℃）

生物B類型 生物A
類型

 

8. 山国川 

低水流量(㎥/ｓ) 

※流量観測地点における情報を表示 

出典：流量年表(国土交通省河川局編，H14) 

 

 

既存生活環境項目の類型指定 

県境 

勾配 

福岡県・大分県 大分県 

平均水温 15℃ 

 

程度より低温 

生物Ｂ類型 
生物 

Ａ類型 

○ 

△ 

口
ノ
林
堰 

平
田
堰 

下
宮
永
堰 

平
成
大
堰 

大
井
手
堰 

藤
尾
井
堰 

荒
瀬
堰 

上
曽
木
堰 

多
志
田
堰 

恒
久
橋 

上
流
堰 



宝
満
川

玖
珠
川

河川横断工作物・
魚道・主な取水・

主な流入河川

魚
道
無

魚
道
有

魚
道
有

魚
道
無

魚
道
有

魚
道
有

魚
道
無

魚
道
有

魚
道
有

魚
道
無

下
筌
ダ
ム

筑
後
川
河
口

早
津
江
川
分
岐
点

若
津

六
五
郎
橋

坂
口
床
固
め

天
建
寺
橋

瀬
ノ
下

宝
満
川
合
流
点

小
森
野
床
固

久
留
米
大
橋

神
代
橋

片
ノ
瀬

朝
羽
大
橋

恵
蘇
ノ
宿

大
石
堰

荒
瀬

夜
明
ダ
ム

川
下

三
隈
堰

島
内
堰

小
渕

小
島
井
堰

手
先
用
水
堰

小
平
・
清
和
橋

大
山
川
ダ
ム

柚
木

松
原
ダ
ム
堰
堤

松
原
ダ
ム

（

Ｍ
ｌ
１
）

松
原
ダ
ム

（

Ｍ
ｌ
３
）

杖
立

簗
瀬

小
国
町
　
　
　
　
　
坂

本
・
上
田

0 6.0 6.9 14.7 17.2 18.8 25.4 27.0 28.6 28.8 33.3 41.0 49.4 52.5 60.0 62.0 64.5 70.0 75.0 75.1 77.3 78.9 84.4 90.1 93.9

○ ○ ○ ▲ ○ △
△
▲

▲
△
▲

○ ○ ▲ ▲ △ △ ●

× ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ ×

堰 堰 堰
ダ
ム

堰 堰 堰 堰
ダ
ム

堰

生物A ● △

生物B ● △ △ ● △ △ △ △ ● △ △ ● △ △ △ △ △ ● △ △ ● ● △ ● ●

流量 41.82 28.17 32.03 32.29 17.83 2.82
50

40

30

20

10

0.4 0.64 0.03 0.4 0.01

早
津
江
川

宝
満
川

玖
珠
川

下
筌
ダ
ム

1/16500 1/590 1/830 1/260 1/130 1/140

保護水面等重要水域

河床材料

低水流量（m3/s）

水生生物保全類型指定（案）

主な取水

下水処理水の流入量（m3/s）
(平成16年度実績)

計画河床勾配

主な流入・流出河川

筑後川(1)

AA

松原ダム

豆
津
橋

B

筑後川(3）

A A・Ⅲ

松
原
ダ
ム
上
流
端

大
城
橋

魚道

河川横断工作物

平均水温

△

水生生物生息状況
●：既存調査結果（河川水辺の国勢調査等）
▲：専門家ﾋｱﾘﾝｸﾞ結果
△：漁協ﾋｱﾘﾝｸﾞ結果

□

●：環境基準点
○：補助点

△：流量観測地点
□：類型区分点

有明海

早津江川

24.6

□

水系名

類型

水質調査地点名
流量観測地点名

距離標（kp）

△

□

岩・石が主体

Level 1/1901/3950 1/650

23.0

魚
道
有

○

筑
後
大
堰

堰

△

1/2400

●

1/1000 1/780

△

泥・砂が主体

魚
道
有

恵
利
堰

43.8

筑後川(2)

魚
道
無

38.0

○

三
隈
大
橋

75.6

○

堰

山
田
堰

53.0

×

堰

砂・礫が主体

△

▲

●

1/210

平均水温１５℃程度より高温
平均水温１５℃程度

（14～16℃）

生物B類型 生物A
類型

湖沼生物B類型

 

9. 筑後川 

 

低水流量(㎥/ｓ) 

※流量観測地点における情報を表示 

出典：流量年表(国土交通省河川局編，H14) 

 

 

既存生活環境項目の類型指定 

県境 

勾配 

佐賀県・福岡県 佐賀県 

 

佐賀県・福岡県 福岡県 

佐賀県 

福岡県 

福岡県 
福岡県 

大分県 

大分県 大分県・熊本県 熊本県 

玖
珠
川 

ダ
ム 

生物Ｂ類型 
湖
沼
生
物 

Ｂ
類
型 

生物 

Ｂ類型 

生
物
Ａ
類
型 

● 
● 

△ 

○ 
○ 

△ 

△ 
○ 

△ 

● △ △ ○ ● ○ 

坂
口 

床
固
め 

筑
後
大
堰 

小
野
森 

床
固 

恵
利
堰 

山
田
堰 

大
石
堰 

夜
明
ダ
ム 

三
隈
堰 

島
内
堰 

小
島
井
堰 

手

先

用

水

堰 大
山
川 

ダ
ム 

松
原
ダ
ム 

堰
堤 



新
宝
満
川

法
司
川

山
口
川

河川横断工作物・
魚道・主な取水・

主な流入河川
筑後川

魚
道
無

魚
道
無

魚
道
無

魚
道
有

魚
道
無

魚
道
無

草
場
川

筑
後
川
合
流
点

下
野
堰

下
野

新
浜
橋

酒
井
東
橋

今
朝
丸
橋

上
西
井
堰

西
福
童
堰

端
間
堰

稲
吉
堰

大
板
井
堰

鬼
川
原
橋

西
小
田
橋

楠
橋

下
見

士
島
橋
上
流

諸
田

常
松

宝
満
橋
下
流

宝
満
橋

疫
神
橋

阿
志
岐

（

阿
志
岐
大
堰
）

岩
本
橋

吉
木

上
吉
木

大
石

柚
須
原
・
本
道
寺

0 0.2 0.5 1.5 4.5 5.1 8.0

▲ ○ ▲ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ △ ●

× × × ○ × ×

堰 堰 堰 堰 堰 堰

生物A

生物B △ △ △ ● △ △ △ △ △ △ ● ● △ ● ● △ ● ● ● ● ● ● ●

流量

10

5

0.3

新
宝
満
川

法
司
川

草
場
川

山
口
川

Level 1/6000

△

□

原
川

△

原
川

原
川
合
流
点

宝満川(1)

A

宝満川(2)

B

吉
木
橋

水系名

類型

水質調査地点名
流量観測地点名

距離標（kp）

平均水温

魚道

河川横断工作物

主な取水

下水処理水の流入量（m3/s）
(平成16年度実績)

●：環境基準点
○：補助点

△：流量観測地点
□：類型区分点

計画河床勾配

主な流入・流出河川

水生生物生息状況
●：既存調査結果（河川水辺の国勢調査等）
▲：専門家ﾋｱﾘﾝｸﾞ結果
△：漁協ﾋｱﾘﾝｸﾞ結果

保護水面等重要水域

河床材料

低水流量（m3/s）

1/3000

水生生物保全類型指定（案）

砂・礫泥・砂が主体

平均水温１５℃程度より高温

生物B類型

 

10. 宝満川 

 

低水流量(㎥/ｓ) 

※流量観測地点における情報を表示 

出典：流量年表(国土交通省河川局編，H14) 

 

 

既存生活環境項目の類型

指定 

県境 

勾配 

佐賀県・福岡県 佐賀県 福岡県 

生物Ｂ類型 

● ● ○ ○ 

上
西
井
堰 

端
間
堰 

西
福
童
堰 

稲
吉
堰 

大
板
井
堰 

下
野
堤 


